
平成24年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成24年2月13日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 東京精密 上場取引所 東 
コード番号 7729 URL http://www.accretech.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 太田 邦正
問合せ先責任者 （役職名） 取締役業務会社執行役員社長 （氏名） 川村 浩一 TEL 042-642-1701
四半期報告書提出予定日 平成24年2月13日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 44,740 29.3 8,136 74.1 8,074 118.3 7,431 99.1
23年3月期第3四半期 34,608 90.5 4,673 ― 3,699 ― 3,733 ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 6,619百万円 （62.8％） 23年3月期第3四半期 4,067百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 180.30 180.06
23年3月期第3四半期 90.58 90.49

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 78,584 51,043 64.7
23年3月期 77,038 44,928 58.2
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  50,873百万円 23年3月期  44,801百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
24年3月期 ― 8.00 ―
24年3月期（予想） 8.00 16.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 56,000 12.7 9,200 37.7 8,800 45.9 8,100 32.7 196.51



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期家決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期財務諸表レビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は,様々な要因ｉにより大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料
3頁「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 41,253,981 株 23年3月期 41,249,481 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 32,059 株 23年3月期 32,018 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 41,219,200 株 23年3月期3Q 41,213,104 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第3四半期連結累計期間の内外経済情勢は、減速感を強め従来にも増して先行きへの不透明感が強ま

りました。欧米経済は、欧州債務危機の深刻化による金融不安の広がりに伴い、消費や生産・投資活動、

雇用情勢など全般に低調に推移、景気減速懸念を強めています。アジア新興国経済も、先進国向け輸出の

低迷やインフレ抑制策等の影響で成長率が鈍化しました。国内経済は、東日本大震災からの回復過程にあ

りましたが、急激な円高に伴う輸出鈍化やタイの洪水被害に伴うサプライチェーンの混乱等により、秋以

降は減速感が強まりました。 

こうした状況下、当第 3 四半期連結累計期間の連結業績は、受注高 419 億 04 百万円（前年同期比

0.7％増）、売上高447億40百万円（前年同期比29.3％増）、営業利益81億36百万円(前年同期比74.1％

増)、経常利益 80 億 74 百万円(前年同期比 118.3％増)、当期純利益 74 億 31 百万円（前年同期比 99.1％

増）となりました。半導体製造装置部門は足許内外経済情勢の影響を受けているものの当期前半が堅調

だったことから増収増益となりました。計測機器部門は当期を通じて堅調に推移したことからやはり増収

増益となり、当社全体でも増収増益を維持することが出来ました。 

 

  当第3四半期連結累計期間のセグメント別概況は以下の通りです。 

  

 ［半導体製造装置部門］ 

   半導体製造装置部門では、当期前半はスマートフォン、タブレットＰＣや産業機器、通信インフラ機

器などの堅調な需要を背景に半導体メーカー各社の設備投資も活発でした。しかし後半はデジタル家

電の需要低迷に加えスマートフォンやタブレットＰＣの生産でも調整の動きがあったことから、半導

体メーカーでも過剰在庫リスク回避のための減産や在庫調整の動きを進め、設備投資も抑制姿勢を強

めました。そのため当社の受注も減速していますが、出荷、売上は順調に推移しました。 

この結果、同部門の受注高は 257 億 12 百万円（前年同期比 10.8％減）、売上高は 298 億 70 百万円

（前年同期比26.0％増）、営業利益は49億52百万円（前年同期比94.3％増）となりました。 

 

 ［計測機器部門］ 

   計測機器部門では、主要ユーザーである自動車関連業界や工作機械業界において、国内、アジア新興

国などでの市況が堅調に推移し、設備投資は内外ともに緩やかな回復基調が続きました。航空機や建

機、エネルギー産業向けなどの受注・売上増強にも注力しました。 

この結果、同部門の受注高は 161 億 91 百万円（前年同期比 26.9％増）、売上高は 148 億 70 百万円

（前年同期比36.4％増）、営業利益は31億83百万円（前年同期比49.9％増）となりました。 

 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 ［資産、負債及び純資産の状況］ 

当第 3 四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べ 15 億 46 百万円増加し、785 億 84 百万円

となりました。増減の主な要因は、受取手形及び売掛金の増加 24 億 95 百万円、建物及び構築物の増加

19億35百万円、建設仮勘定の減少10億88百万円、現金及び預金の減少8億69百万円等であります。 

当第 3 四半期末における負債は、前連結会計年度末に比べ 45 億 68 百万円減少し、275 億 41 百万円と

なりました。増減の主な要因は、社債の減少30億円、長期借入金の減少12億円、退職給付引当金の減少

7億47百万円、支払手形及び買掛金の増加6億13百万円等であります。 

当第 3 四半期末における純資産は、前連結会計年度末に比べ 61 億 14 百万円増加し、510 億 43 百万円

となりました。増減の主な要因は、利益剰余金の増加68億89百万円等であります。 

 

 

2



㈱東京精密（7729）平成 24 年 3月期 第 3四半期決算短信 

 
 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

第 3 四半期連結累計期間の連結業績の動向等を踏まえ、平成 23 年 11 月 10 日に公表いたしました通期

の連結業績予想を以下の通り修正することといたしました。 

 

通期の連結業績予想                         （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 54,500 8,200 8,000 7,800 189.23円 

今回修正予想（B） 56,000 9,200 8,800 8,100 196.51円 

増減額（B－A）  1,500 1,000   800   300  

増減率（％） 2.8% 12.2% 10.0% 3.8%  

 

＊ 上記の業績予想は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき、当社が判断した見通しであり、リスクや不確実性

を含んでおります。従いまして、実際の業績は、当社グループの事業を取り巻く経済情勢・製品やサービスの需

要動向や競争状況・原材料の急激な高騰・為替相場の変動・諸外国の貿易規制・災害等の要因により、大きく異

なる場合がありますことをご承知おきください。 
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2. サマリー情報（その他）に関する事項

（1） 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません｡

（2） 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません｡

（3） 会計方針の変更･会計上の見積りの変更･修正再表示

（会計基準等の改正に伴う会計方針の変更）

   第1四半期連結会計期間より､「1株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第2号 平成22年 6月30日）

及び「1株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第4号 平成22年 6月30日）を

適用しております｡

   潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額の算定にあたり､一定期間の勤務後に権利が確定するストック･オプ

ションについて､権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に､ストック･オプションの公正な評価額のうち､

将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております｡

（4） 追加情報

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

   第1四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より､「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月4日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月4日）を適用しております｡

（退職金制度の変更）

  当社は､平成23年10月 2日より退職一時金制度の一部を確定拠出年金制度へ､適格退職年金制度を確定給付年金

制度へそれぞれ移行しており､この移行に伴う会計処理については「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」

（企業会計基準適用指針第1号）を適用しております｡

  なお､本制度変更に伴い､当第３四半期連結累計期間において退職給付制度改定益 279百万円を特別利益として

計上しております｡

（法定実効税率の変更）

  平成23年12月 2日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する

法律」（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保

に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が公布され､平成24年 4月 1日以降開始する連結会計年度より法人

税率が変更されることとなりました。これに伴い､繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率

は､一時差異等に係る解消時期に応じて以下のとおりとなりました。

平成24年 3月31日まで

平成24年 4月 1日から平成27年 3月31日

平成27年 4月 1日以降

  なお､この税率変更に伴い、当第3 四半期連結累計期間に費用計上された法人税等調整額の金額が 320 百万円

増加しております。

40.69％

38.01％

35.64％
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3.四半期連結財務諸表

　　(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年 3月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

　流動資産

　　現金及び預金 16,222 15,353

　　受取手形及び売掛金 18,796 21,292

　　商品及び製品 797 1,190

　　仕掛品 10,546 9,823

　　原材料及び貯蔵品 2,733 2,993

　　その他 1,967 2,046

　　貸倒引当金 △ 245 △ 120

　　流動資産合計 50,820 52,579

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物及び構築物（純額） 7,349 9,285

　　　その他（純額） 9,631 8,739

　　　有形固定資産合計 16,981 18,024

　　無形固定資産

　　　のれん 1,497 1,247

　　　その他 428 268

　　　無形固定資産合計 1,925 1,516

　　投資その他の資産

　　　その他 7,328 6,480

　　　貸倒引当金 △ 16 △ 15

　　　投資その他の資産合計 7,311 6,464

　　固定資産合計 26,218 26,005

　資産合計 77,038 78,584
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年 3月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

　流動負債

　　支払手形及び買掛金 11,568 12,182

　　短期借入金 1,300 1,300

　　未払法人税等 521 263

　　引当金 660 413

　　その他 7,142 7,089

　　流動負債合計 21,192 21,248

　固定負債

　　社債 3,000 －

　　長期借入金 4,900 3,700

　　退職給付引当金 2,403 1,656

　　役員退職慰労引当金 88 97

　　その他 524 838

　　固定負債合計 10,916 6,293

　負債合計 32,109 27,541

純資産の部

　株主資本

　　資本金 10,209 10,215

　　資本剰余金 21,227 21,233

　　利益剰余金 13,805 20,695

　　自己株式 △ 108 △ 108

　　株主資本合計 45,134 52,036

　その他の包括利益累計額

　　その他有価証券評価差額金 △ 17 △ 568

　　為替換算調整勘定 △ 315 △ 593

　　その他の包括利益累計額合計 △ 332 △ 1,162

　新株予約権 127 170

　純資産合計 44,928 51,043

負債純資産合計 77,038 78,584
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　　(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

　　　　四半期連結損益計算書

　　　　第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年 4月 1日

  至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年 4月 1日

  至 平成23年12月31日)

売上高 34,608 44,740

売上原価 23,868 30,011

売上総利益 10,740 14,728

販売費及び一般管理費

　販売費 4,031 4,402

　一般管理費 2,035 2,190

　販売費及び一般管理費合計 6,067 6,592

営業利益 4,673 8,136

営業外収益

　受取利息 3 7

　受取配当金 49 61

　貸倒引当金戻入額 59 133

　償却債権取立益 － 271

　その他 78 113

　営業外収益合計 190 588

営業外費用

　支払利息 415 318

　為替差損 705 199

　その他 42 130

　営業外費用合計 1,163 649

経常利益 3,699 8,074

特別利益

　土地売却益 872 －

　投資有価証券売却益 16 －

　退職給付制度改定益 － 279

　新株予約権戻入益 0 0

　特別利益合計 888 279

特別損失

　土地売却損 － 3

　投資有価証券評価損 453 76

　特別損失合計 453 80

税金等調整前四半期純利益 4,134 8,274

法人税、住民税及び事業税 364 435

法人税等調整額 36 407

法人税等合計 401 842

少数株主損益調整前四半期純利益 3,733 7,431

四半期純利益 3,733 7,431
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　　　　四半期連結包括利益計算書

　　　　第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年 4月 1日

  至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年 4月 1日

  至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,733 7,431

その他の包括利益

　その他有価証券評価差額金 162 △ 551

　為替換算調整勘定 171 △ 260

　その他の包括利益合計 334 △ 812

四半期包括利益 4,067 6,619

（内訳）

　親会社株主に係る四半期包括利益 4,067 6,619

　少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（3） 継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません｡

（4） セグメント情報等

1. 前第３四半期連結累計期間（自 平成22年 4月 1日   至 平成22年12月31日）

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位 ： 百万円）

② 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております｡

③ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません｡

2. 当第３四半期連結累計期間（自 平成23年 4月 1日   至 平成23年12月31日）

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位 ： 百万円）

② 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております｡

③ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません｡

（5） 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません｡

4,673

23,705

－

10,903

－

34,608

報告セグメント
合計

23,705 10,903 34,608 34,608

－

34,608

－

計

2,549 2,124 4,673

計

セグメント利益

半導体製造装置 計測機器

売上高

外部顧客への売上高

セグメント間の内部売上高
又は振替高

報告セグメント
合計

半導体製造装置 計測機器 計

外部顧客への売上高 29,870 14,870 44,740 44,740

売上高

－

計 29,870 14,870 44,740 44,740

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

8,136セグメント利益 4,952 3,183 8,136
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